




塩
二
顆
、
陶
瓫
・
堝
を
各
七
口
、
土
埦
七
合
、
鋺
形
・
片
坏
を
各
十
口
、
阿
世
利
盤
七
口
、
洗

盤
四
口
、
麻
笥
盤
二
口
、
中
取
案
・
切
案
を
各
二
脚
、
陶
臼
・
土
火
炉
を
各
二
口
、
炭
二
斛
、

白
米
九
升
、
漿
料
著
足
土
埦
四
合
、
瓫
三
口
、
炭
六
斗
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
「
ウ
ツ
ギ
ノ
燈
」
が
調
度
品
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
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御
蓋
は
、
天
皇
が
大
嘗
祭
に
渡
御
さ
れ
る
と
き
に
差
し
掛
け
ら
れ
る
菅
笠
で
あ
る
。『
儀
式
』

践
祚
大
嘗
祭
儀
に
は
、

車
持

く
る
ま
も
ち

朝
臣

あ
そ
み

一
人
、
菅す

げ
の

蓋み
か
さ

を
執と

り
、
子こ

部べ
の

宿
禰

す
く
ね

・
笠か

さ

取と
り
の

直あ
た
ひ

各
お
の
も
お
の
も

一
人
共と

も

に
膝
行

ひ
ざ
つ
き
て
ゆ

き
蓋み

か
さ

の

綱つ
な

を
執
れ

と
あ
り
、
大
嘗
宮
へ
の
渡
御
の
際
に
は
車
持
朝
臣
・
子
部
宿
禰
・
笠
取
直
の
三
人
が
奉
仕
し
た
。

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
諸
役
は
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』（
巻
六
）
に
よ
れ
ば
、
車
持
朝
臣
代

を
大
江

お
お
え
の

俊と
し

包か
ね

、
子
部
宿
禰
代
を
源

み
な
も
と
の

澄す
み

仲な
か

、
笠
取
直
代
を
丹
波
頼
亮

た
ん
ば
の
よ
り
す
け

が
つ
と
め
、
車
持
朝
臣
は

天
皇
の
後
ろ
、
子
部
宿
禰
が
天
皇
の
左
側
、
笠
取
直
が
天
皇
の
右
側
で
奉
仕
し
て
い
た
。
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に
は
朱
書
き
で
、「
鳳

五
色
」・「
蓋
廻
り
鈴
レ
有
」・「
御
蓋
ハ
菅
ニ
テ
五
尺
廻

作
レ
之
」
と
あ
り
、
鳳
凰
は
五
色
で
笠
に
は
鈴
が
廻
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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以
上
、
神
道
研
究
所
の
新
収
蔵
資
料
で
あ
る
『
元
文
聖
代

大
嘗
会
拝
見
私
記

御
調
度
品

略
図
』
の
考
証
を
試
み
た
。
そ
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

の
記
録
と
異
な
る
点
や
、後
世
の
加
筆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
も
若
干
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
資
料
の
価
値
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
同
資
料
に
は
、
秘
儀
に
関
す
る

事
項
を
「
祕
々
」
な
ど
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
他
の
記
録
に
は

見
ら
れ
な
い
幣
帛
の
存
在
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
補
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。

今
後
の
大
嘗
祭
研
究
に
『
元
文
聖
代

大
嘗
会
拝
見
私
記

御
調
度
品
略
図
』
が
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�«（
１
）
桜
町
天
皇
の
御
略
歴
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（『
群
書
類
従
』
第
五
輯
所
収
）、『
桜

町
天
皇
実
録
』
一
・
二
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
十
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）
八
束
清
貫
「
大
嘗
祭
の
御
復
興
と
皇
室
典
範
に
つ
い
て
」（『
天
皇
・
神
道
・
憲
法
』
所
収
、
神
社

新
報
社
、
昭
和
二
十
九
年
）。

（
３
）
武
部
敏
夫
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（
岡
田
精
司
編
『
大
嘗
祭
と
新
嘗
』
所
収
、
学

生
社
、
昭
和
五
十
四
年
、
初
出
は
昭
和
二
十
九
年
）。

（
４
）
三
木
正
太
郎
「
近
世
に
於
け
る
大
嘗
会
」（『
大
嘗
祭
の
研
究
』
所
収
、
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
昭

和
六
十
一
年
）。

（
５
）
茂
木
貞
純
「
大
嘗
祭
再
興
史
と
祭
祀
研
究
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
七

－

十
一
、
平
成
十
八
年
）。

（
６
）
武
部
敏
夫
「
元
文
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
十
、
昭
和

桜
町
天
皇
の
大
嘗
祭
（
佐
野
）
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六
十
一
年
）。

（
７
）
福
井
款
彦
「
丹
波
国
山
国
元
文
三
年
「
大
嘗
会
木
寄
帳
」
に
つ
い
て
｣(『神
道
史
研
究
』
三
十
四

－

三
、

昭
和
六
十
一
年
）。

（
８
）『
八
槐
記
』
及
び
『
稙
房
卿
記
』
の
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
八
月
二
十
八
日
条
参
照
。

（
９
）『
八
槐
記
』
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
月
二
十
九
日
条
に
、「
戊
申
。
朝
間
雨
灑
。
晩
頭
晴
。
酉

刻
許
参
内
。
今
夜
御
禊
也
。
依
二
省
略
一
無
二
河
原
行
幸
一。
只
如
レ
形
於
二
清
涼
殿
一
被
レ
行
レ
之
。

（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
10
）
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
讀
註
釋

儀
式

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成

二
十
四
年
）
参
照
。

（
11
）『
公
卿
補
任
』
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
条
に
、「
八
月
廿
八
日
大
嘗
会
検
校
。（
中
略
）
大
嘗
会

国
群
卜
定
参
仕
。
巳
日
節
絵
外
弁
。
辰
日
節
会
外
弁
」
と
あ
る
。

（
12
）『
荷
田
全
書
七
』（
名
著
普
及
会
、
平
成
二
年
）
一
二
八
頁
。『
大
嘗
会
図
式
』
に
は
参
列
者
の
官

職
・
氏
名
も
記
載
さ
れ
、
よ
り
詳
細
な
図
で
あ
る
。

（
13
）『
儀
式
』
践
祚
大
嘗
祭
儀
の
訓
読
は
、
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
讀
註
釋

儀
式

踐
祚

大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
四
年
）
に
従
っ
た
。
以
下
同
じ
。

（
14
）
荷
田
在
満
の
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』（
巻
二
）
に
「
益
親
朝
臣
座
を
起
ち
て
頼
要
が
前
に
進
み
、

贖
物
な
ど
凡
三
の
土
器
を
撤
す
。
光
知
も
清
胤
が
前
に
進
み
て
之
を
撤
す
。
景
春
が
前
は
兵
右
衛

門
、
盛
行
が
前
は
與
二
左
衛
門
一
之
撤
す
。
但
此
土
器
弁
史
の
前
に
あ
る
間
に
、
両
弁
史
各
贖
物

を
撫
で
、
散
米
を
散
き
、
解
縄
を
口
に
て
嚼
解
く
等
の
態
あ
り
。
今
度
も
同
じ
く
然
り
。
次
第
に

載
せ
ざ
る
は
略
な
り
」（『
荷
田
全
書
七
』〔
名
著
普
及
会
、
平
成
二
年
〕）
と
あ
り
、「
中
臣
祓
」

に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。「
次
第
に
載
せ
ざ
る
は
略
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
省
略

さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
15
）
伊
藤
聡
「
文
明
五
年
以
前
の
吉
田
兼
倶
の
斎
場
所
―
特
に
そ
の
創
建
時
期
を
巡
っ
て
―
」（『
早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
十
七
、
哲
学
・
史
料
編
、
平
成
四
年
）、
同
「
吉
田

斎
場
所
の
由
緒
の
偽
作
に
つ
い
て
」（『
東
洋
哲
学
論
叢
』
創
刊
号
、
平
成
四
年
）、
同
「
唯
一
神

道
と
吉
田
兼
倶
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
七
七
五
、
平
成
七
年
）、
岡
田
莊
司
「
吉
田
兼
倶

と
吉
田
神
道
・
斎
場
所
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五
七
、
平
成
二
十
二
年
）
な

ど
を
参
照
。

（
16
）『
公
卿
補
任
』
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
条
に
、「
権
大
納
言

正
三
位
九
条

同
（
藤
、
筆
者
注
）

稙
基
十
四

三
月
七
日
叙
二
従
二
位
一。
七
月
五
日
兼
右
大
将
。（
中
略
）大
嘗
会
由
奉
幣
上
卿
。
辰
日
節
会
外
弁
。

豊
明
節
会
外
弁
。」
と
あ
る
。

（
17
）『
公
卿
補
任
』
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
条
に
、「
右
大
臣

正
二
位
鷹
司

同
（
藤
、
筆
者
注
）

兼
熈
二
十
九

東
宮
傳
。（
中
略
）
大
嘗
会
由
奉
幣
発
遣
上
卿
」
と
あ
る
。

（
18
）
注
（
16
）
参
照
。

（
19
）『
公
卿
補
任
』
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
条
に
、「
権
大
納
言

正
二
位
大
炊
御
門

同
（
藤
、
筆
者
注
）

経
秀
三
十
八

右
大
将
。（
中
略
）
大
嘗
会
由
奉
幣
上
卿
。
辰
日
節
会
外
弁
」
と
あ
る
。

（
20
）『
公
卿
補
任
』
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
条
に
、「
内
大
臣

正
二
位
九
条

同
（
藤
、
筆
者
注
）

道
前
十
九

左
大
将
。（
中
略
）
大
嘗
会
国
郡
卜
定
上
卿
。
大
嘗
会
由
奉
幣
上
卿
。
豊
明
内
弁
」
と
あ
る
。

（
21
）『
公
卿
補
任
』
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
条
に
、「
内
大
臣

正
二
位
一
条

同
（
藤
、
筆
者
注
）

輝
良
十
六

左
大
将
。（
中
略
）
大
嘗
会
国
郡
卜
定
上
卿
。
大
嘗
会
由
奉
幣
上
卿
。
巳
日
節
会
内
弁
。
豊
明
節

会
内
弁
」
と
あ
る
。

（
22
）『
公
卿
補
任
』
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
条
に
、「
右
大
臣

従
一
位
近
衛

同
（
藤
、
筆
者
注
）

経
熈
二
十
七

五
月
廿
日
転
。（
中
略
）
大
嘗
会
由
奉
幣
発
遣
日
時
幷
使
定
上
卿
。
巳
日
節
会
内
弁
」
と
あ
る
。

（
23
）『
公
卿
補
任
』
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
条
に
、「
内
大
臣

正
二
位

二
条

同
（
藤
、
筆
者
注
）

斉
信
三
十
一

左
大
将
。（
中
略
）
大
嘗
会
由
奉
幣
発
遣
日
時
幷
使
定
上
卿
。
豊
明
内
弁
」
と
あ
る
。

（
24
）『
公
卿
補
任
』
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
条
に
、「
右
大
臣

従
一
位
近
衛

同
（
藤
、
筆
者
注
）

忠
熈
四
十
一

九
月
廿
七
日
着
陣
（
服
後
）。
大
嘗
会
由
奉
幣
発
遣
日
時
幷
使
定
上
卿
。
大
嘗
会
前
行
。
巳
日
節

会
内
弁
。
臨
時
祭
参
仕
」
と
あ
る
。

（
25
）『
公
卿
補
任
』
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
条
に
、「
内
大
臣

正
二
位
九
条

同
（
藤
、
筆
者
注
）

稙
基
十
五

右
大
将
。
二
月
三
日
任
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
26
）
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
大
嘗
祭
の
研
究
』
所
収
（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
三
年
）。

（
27
）
大
嘗
宮
の
概
要
は
、
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
讀
註
釋

儀
式

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思

文
閣
出
版
、
平
成
二
十
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
28
）『
百
練
抄
』
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
四
月
二
十
日
条
を
参
照
。

（
29
）『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
（
一
一
六
三
）
十
一
月
二
十
三
日
条
を
参
照
。

（
30
）
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
讀
註
釋

儀
式

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成

二
十
四
年
）
の
八
四
四
頁
に
掲
載
。

（
31
）『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』（
巻
六
）
大
嘗
会
卯
日
次
第
の
在
満
説
に
も
「
天
子
よ
り
外
の
人
は
此
の
薦

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
四
号
（
平
成
三
十
年
三
月
）
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を
踏
ま
ず
。
但
関
白
は
御
裾
に
候
せ
ら
る
ゝ
故
、
聊
カ
之
を
踏
ま
る
」
と
あ
る
。

（
32
）『
訓
読
註
釋

儀
式

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』
四
四
六
頁
~四
八
四
頁
参
照
。

（
33
）『
訓
読
註
釋

儀
式

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』
七
三
〇
頁
~七
四
二
頁
参
照
。

（
34
）
鳥
越
憲
三
郎
・
有
坂
隆
道
・
島
田
竜
雄
編
『
大
嘗
祭
史
料
―
鈴
鹿
家
文
書
―
』（
柏
書
房
、
平

成
二
年
）
で
は
、「
文
書
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
度
の
大
嘗
会
の

記
録
に
、
悠
紀
殿
・
主
基
殿
は
、
昔
は
長
さ
四
丈
、
広
さ
一
丈
六
尺
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
禁
庭

せ
ま
き
故
、
尺
丈
を
減
じ
た
と
見
え
る
の
で
、
元
文
三
年
度
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
り
、
本
史
料
『
大
嘗
会
拝
見
私
記
』
の
扱
う
元

文
三
年
度
（
一
七
三
八
）
の
大
嘗
祭
の
関
係
史
料
で
あ
る
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

に
若
松
正
志
氏
・
加
茂
正
典
氏
・
岡
田
芳
幸
氏
な
ど
に
よ
っ
て
再
調
査
が
行
わ
れ
、
当
該
の
書
付

は
年
次
不
明
で
、
そ
れ
以
上
の
推
測
は
難
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
科
学
研
究
費
補
助
金

研
究
成
果
報
告
書
『
近
世
吉
田
神
社
社
家
・
鈴
鹿
家
文
書
の
調
査
と
研
究
』（
平
成
十
八
年
三
月
、

研
究
代
表
者
若
松
正
志
氏
）
を
参
照
。

（
35
）
真
弓
常
忠
「
大
嘗
祭
の
祭
神
」（『
日
本
古
代
祭
祀
の
研
究
』
所
収
、
学
生
社
、
昭
和
五
十
三
年
）。

（
36
）
加
茂
正
典
「
近
年
の
日
本
古
代
即
位
儀
礼
研
究
の
動
向
と
課
題
」（『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史
の
研

究
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
十
一
年
）。

（
37
）
真
弓
氏
前
掲
論
文
、
注
（
35
）
参
照
。

（
38
）
岡
田
莊
司
「〝
真
床
覆
衾
論
〟
と
寝
座
の
意
味
」（『
大
嘗
の
祭
り
』
所
収
、
学
生
社
、
平
成
二
年
、

初
出
は
平
成
元
年
）。

（
39
）
川
出
清
彦
「
大
嘗
祭
に
お
け
る
稲
の
お
取
扱
に
つ
い
て
」（
に
ひ
な
め
研
究
会
編
『
新
嘗
の
研
究

三
』
所
収
、
協
同
出
版
、
昭
和
四
十
二
年
）。

（
40
）
三
品
彰
英
「
大
嘗
祭
」（『
古
代
祭
祀
と
穀
霊
信
仰

三
品
彰
英
論
文
集

第
五
巻
』
所
収
、
平
凡

社
、
昭
和
四
十
八
年
）。

（
41
）
松
前
健
「
大
嘗
祭
と
記
紀
神
話
」（『
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
』
所
収
、
塙
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）。

（
42
）
水
林
彪
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
』（
岩
波
書
店
、
平
成
三
年
）。

（
43
）
森
田
悌
「
嘗
の
祭
り
の
祭
神
」（『
天
皇
の
祭
り

村
の
祭
り
』
所
収
、
新
人
物
往
来
社
、
平
成
六

年
）。

（
44
）
加
茂
正
典
氏
は
、『
儀
式
』
践
祚
大
嘗
祭
儀
に
お
い
て
大
嘗
宮
正
殿
に
「
伊
勢
の
浜
荻
」
を
素
材

と
し
て
編
ま
れ
た
席
で
あ
る
「
伊
勢
の
斑
席
」
を
、
化
粧
内
装
表
面
に
用
い
た
の
は
、
卯
日
の
夜

と
翌
未
明
に
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
伊
勢
か
ら
来
臨
さ
れ
る
天
照
大
神
（
皇
祖
神
）
を
お
迎
え
す

る
た
め
で
あ
り
、
天
照
大
神
が
大
嘗
祭
の
御
祭
神
で
あ
る
こ
と
は
、
文
献
上
、
平
安
時
代
前
期
の

『
儀
式
』
践
祚
大
嘗
祭
儀
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
述
べ
る
。
加
茂
正
典
「
大
嘗
祭
御
祭

神
考
」（『
文
化
学
年
報
』
六
十
五
、
平
成
二
十
八
年
）。

（
45
）『
大
嘗
会
便
蒙
』
の
刊
記
に
は
、「
元
文
四
年
己
未
十
二
月
吉
日

江
都
書
林

小
川
彦
九
郎
梓
行
」

と
あ
る
。『
大
嘗
会
便
蒙
』出
版
に
関
す
る
荷
田
在
満
へ
り
処
分
等
は
、古
相
正
美「
荷
田
在
満『
大

嘗
会
便
蒙
』
御
咎
め
一
件
」（『
神
道
宗
教
』
一
四
〇
・
一
四
一
、
平
成
二
年
）
を
参
照
。

（
46
）
鈴
木
敬
三
『
有
職
故
実
図
典
―
服
装
と
故
実
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
七
年
）
参
照
。

（
47
）『
儀
式
』（
巻
二
、
践
祚
大
嘗
祭
儀

上
）
に
、「
九
月

な
が
つ
き

の
上
旬

か
み
の
と
を
か

に
、
神か

祇み

官つ
か
さ

、
神
服
社

か
む
は
と
り
の
や
し
ろ

の
神
主

か
む
ぬ
し

一

人
を
差さ

し
て
、
神
服

か
む
は
と
り

の
使つ

か
ひと

為し

、
官く

わ
ん

に
申ま

を

し
て
駅
鈴

む
ま
や
の
す
ず

一
口
を
賜た

ま

ひ
、
参み

河か
は

の
国く

に

に
遣つ

か
は

し
、
神か

む

戸べ

を

喚め

し
集あ

つ

め
、
神
服

か
む
み
そ

を
織お

る
長を

さ

二
人
・
織お

り

女め

六
人
・
工
手

て
ひ
と

二
人
を
卜う

ら
へ

定さ
だ

め
よ
」
と
あ
る
。

（
48
）『
訓
讀
註
釈

儀
式

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』
三
一
〇
以
下
を
参
照
。

（
49
）『
儀
式
』（
巻
二
、
践
祚
大
嘗
祭
儀

上
）
に
、「
阿
波

あ

は

の
国く

に

の
献

た
て
ま
つ

る
と
こ
ろ
の
、
麁
布

あ
ら
た
へ

・
木
綿

ゆ

ふ

は
、

神か

祇み

官つ
か
さ

に
付さ

づ

け
よ
」
と
あ
る
。

（
50
）
龍
眼
木
は
榊
の
異
名
。『
和
名
類
聚
抄
』（
巻
十
三
、
六
丁
ウ
）
に
「
龍
眼
木

楊
氏
漢
語
鈔
云
、

龍
眼
木
。〔
佐
加
岐
。〕
今
案
龍
眼
者
、
其
子
名
也
。
見
二

本
草
一

日
本
紀
私
記
云
、
坂
樹
。
刺
立

為
二
祭
レ
神
之
木
一。
今
案
本
朝
式
用
二
賢
木
二
字
一。
漢
語
鈔
榊
字
並
未
レ
詳
」
と
あ
る
。

（
51
）
加
茂
正
典
「
神
様
に
奉
る
御
食
事
―
鈴
鹿
家
所
蔵
『
大
嘗
祭
神
饌
図
』
―
」（『
皇
學
館
大
学
講

演
叢
書
』
一
六
六
、
皇
學
館
大
学
出
版
部
）
を
参
照
。

（
52
）
加
茂
氏
前
掲
論
文
、
注
（
51
）
参
照
。

（
53
）『
桜
町
天
皇
実
録
』
第
一
巻
を
参
照
。

（
54
）『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』（
巻
七
）
に
、「
昔
は
豊
楽
院
に
て
行
は
る
。
是
天
皇
の
宴
会
の
所
な
れ
ば

な
り
。
今
は
豊
楽
院
な
き
に
依
り
て
紫
宸
殿
に
て
行
は
る
ゝ
故
、
殿
内
殿
庭
の
装
束
以
下
臣
君
の

座
、
共
に
大
に
昔
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

（
さ
の

ま
さ
と
・
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
）

桜
町
天
皇
の
大
嘗
祭
（
佐
野
）
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Daijo-sai festival (a festival to celebrate the succession of
an emperor) of the 115th Emperor Sakuramachi

―Historical Investigation of “Genbun-seidai Daijoe-haiken-shiki”
(the Old book of which recorded the Daijo-sai festival) ―

SANO Masato

At The Shinto Institute in Research and Development Center of Kogakkan University,

advocated “a study of the religious service of the Imperial Family” and “a study of the religious

service of Ise-jingu Grand Shrine” for a general study and, as an important issue since founded

1973, promoted “the study of the Harvest Festival after an Emperor’s enthronement” in particular.

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
四
号
（
平
成
三
十
年
三
月
）
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